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は じ め に 

山田町教育委員会では、令和６年１月に「山田町立小中学校教職員働き方改革

プラン」を策定し、学校現場における業務改善を推進してまいりました。 

 

令和６年３月には、「岩手県教育委員会における長時間労働による健康障害防

止のための保健指導実施要領」の一部改正が行われたことに伴い、本町において

も保健指導実施要領を一部改正し、教職員に対する保健指導の義務化など、健康

管理体制の整備を図りました。 

 

また、令和７年３月には、これまでの取組の成果と課題を整理し、実効性の向

上と学校における働き方改革の一層の推進を図るためにプランの見直しを行い、

教職員の多忙化解消及び教育活動に専念できる環境づくりに努めております。 

 

この度、令和７年６月の「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関す

る特別措置法」（給特法）の改正により、「業務量管理・健康確保措置実施計画」

の策定が義務付けられました。これを受け、本プランを同法に基づく計画として

位置付けるため、一部改訂を行いました。 

 

プラン策定から約２年が経過し、目標である「時間外在校等時間が月 80時間

以上の者をゼロにする」ことの達成には至っておりませんが、スクールカウンセ

ラーや特別支援教育コーディネーターの配置、学校支援員の増員などを通じ、教

職員の負担軽減を図っております。今後も「チームとしての学校」の実現に向け、

全力を挙げて取り組んでまいります。 

 

山田町教育委員会 
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１ 計画策定の趣旨 

 

（１）プランの位置付け 

  令和７年６月に成立した「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に

関する特別措置法（給特法）」の改正に基づき、教職調整額の引き上げが行わ

れるとともに、教育職員の業務量を適切に管理し、健康及び福祉の確保を図る

ことが任命権者の法的義務となりました。 

 本プランは、これまでの「働き方改革プラン」を継承しつつ、改正法の趣旨

に則り、教職員が心身ともに健康で、教育活動に専念できる環境を構築するた

めに改定するものであり、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関

する特別措置法（昭和４６年法律第７７号）第８条に基づく「業務量管理・健

康確保措置実施計画」に位置付けられるものであります。 

 

（２）プランの目的 

本プランにおける具体的取組の推進により、教職員の長時間勤務を縮減する

ことで、ワークライフバランスの充実を図り、心身ともに健康でやりがいをも

って、授業や授業準備、研修等に取り組みながら、児童生徒と向き合う時間を

確保し、子どもたちと教職員が ウェルビーイング（一人ひとりの多様な幸せ

及び社会全体の幸せ）を実現することを目指します。 

また、学校における働き方改革を実現することにより、本町の学校教育の充

実と向上を図ります。 

 

（３）「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」への対応 

  文部科学省策定の「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライ

ン」に適切に対応できる取組を推進していきます。 

  〇上限の目安時間 

  ・１ヶ月の在校等時間 超過勤務 45時間以内 

・１年間の在校等時間 超過勤務 360時間以内 

※児童生徒にかかる臨時的な特別の事情により勤務せざるを得ない場合は、

１ヶ月の超過勤務 100 時間未満、１年間の超過勤務 720 時間以内（連続す

る複数月の平均超過勤務 80 時間以内、かつ、超過勤務 45 時間超の月は年

間６ヶ月まで） 
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２ プランにおける目標達成状況について 

 

学校別 時間外在校等時間調査結果（期間：R7.1～R8.1）（単位：人） 

区分 

令和６年度 令和７年度 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合

計 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

合

計 

豊
間
根
小 

80時間以上

(100時間超) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

割合(％) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

山
田
小 

80時間以上

(100時間超) 

0  
(-) 

1  
(-) 

1  
(-) 

2  
(-) 

1  
(-) 

2  
(2) 

4  
(1) 

2  
(-) 

0  
(-) 

1  
(-) 

2  
(1) 

1  
(1) 

0  
(-) 

0  
(-) 

13  
(5) 

割合(％) 0.0 4.2 4.2 2.8 3.4 13.8 17.9 6.9 0.0 3.4 10.7 7.1 0.0 0.0 7.0 

山
田
中 

80時間以上

(100時間超) 

0  
(-) 

2  
(-) 

0  
(-) 

2  
(-) 

1  
(-) 

1  
(-) 

3  
(-) 

4  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

1  
(1) 

0  
(-) 

0  
(-) 

0  
(-) 

10  
(1) 

割合(％) 0.0 8.3 0.0 2.8 4.5 4.5 13.6 18.2 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 6.4 

 

３ 本町における教職員の時間外在校等時間の現状について 

 

時間外在校等時間が月 45時間以上の教職員の割合（令和６年度）   （単位：％） 

区分 
時間外勤務時間 

45時間以上(月) 

内  訳 

45時間以上 
80時間未満 

80時間以上 
100時間未満 100時間以上 

小学校 45.5 41.4 3.7 0.3 

中学校 35.7 30.1 5.3 0.3 

全体 45.4 40.1 5.0 0.3 

※月 100時間以上の教職員は産業医による保健指導を実施 

 

教職員１人あたりの時間外在校等時間の月平均（単位：時間） 

区分 小学校 中学校 全体 

Ｒ５ 32.1 38.7 34.2 

Ｒ６ 49.7 37.7 35.4 

増減 17.6 △1.0 1.2 
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４ プランの期間について 

 

 本プランは、令和７年４月（令和７年度）から令和１０年３月（令和９年度）

までを計画期間とします。 

 

５ プランの目標について 

  

プラン期間（令和７年度～令和９年度）における目標を下記のとおりとします。

本プランの取組を効果的に進めるため、「時間外勤務時間が月 80 時間以上の教

職員の割合」を評価基準として、達成に向けて取組を進めます。 

 

【目標１】 

「時間外在校等時間が月８０時間以上の者をゼロにすること」を目指す。 

 

【目標２】 

  時間外在校等時間が月４５時間超の者の割合を下記のとおり段階的に縮減

する。 

  

時間外在校等時間 令和８年度 令和９年度 

月４５時間超 
前年度（R7年度） 

実績より減少 

前年度（R8年度） 

実績より減少 
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６ 具体的な取組内容について 

 教育委員会・小中学校の各主体において、以下の取組を展開します。 

 備考：３分類は、「学校と教師の業務の３分類」に対応した取組 

（１）教育委員会の取組 

〇「チームとしての学校」の推進 

・スクールカウンセラー、特別支援教育コーディネーター等の配置 ３分類 

・学校支援員の増員 ３分類 

・事務の共同処理の推進 

 

〇教職員業務改善 

・校務支援システムの効果的な運用 ３分類 

・会議、研修会及び報告事務等の精選と見直し 

 

〇部活動の適正な運営 

・部活動の地域移行に向けた検討及び試行 

・部活動指導員の配置 ３分類 

 

〇勤務時間の適正管理 

・教職員の勤務時間の把握（学校ごとに毎月報告） 

・夏季、年末年始の学校閉庁日の設定 

・タイムカード等による客観的な勤務時間の把握 

・留守番電話等による時間外対応の推進 ３分類 

 

〇労働安全衛生体制の確立 

・山田町立学校衛生委員会の設置、開催 

 

〇心とからだの健康対策 

・産業医による長時間勤務者への保健指導の実施 

 ・長時間勤務者の要因の聴取及び分析の実施 

・ストレスチェックの実施（年２回） 

・産業医による高ストレス判定者への面接指導の利用促進 

・定期健康診断及び各種検診の実施 

・定期健康診断受診の勧奨 

・各小中学校管理職へストレスチェック結果の還元 
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（２）小中学校の取組 

学校名 取組内容 

豊間根小学校 

・毎週水曜日「６時だよ！全員帰ろう！」を合言葉に一斉

退庁日の設定 

・１時間前退勤の「ゆっくりタイム」の運用による休暇の

積極的な取得と時間外勤務の振替 

・緊急連絡事項の入口掲示による連絡・共有の時間短縮 

・会議前の資料確認の時間を全職員へ確保することによる

会議のスマート化 

山田小学校 

・欠席連絡を電話と併用してマチコミメール出欠確認で受

付し、朝の電話対応を軽減 

・マチコミでの連絡内容は、ロイロノートの掲示板に張り

付け、担任が教室でも確認できるよう配慮 

・職員会議等の資料はペーパーレスとし、データで閲覧

し、必要に応じてプリントアウトして活用 

・会議や打合わせの予定は終了予定時刻を定め、出来るだ

け時間内に収めるよう努める 

・会議や打合わせは必要な人が集まって行い、職員終会や

学年会で決まったことを共有 

・分掌や学年で作成した文書データを共有し、文書作成に

係る時間を縮減 

・木曜日を会議日とし、通常より早い時間に一斉下校し、

放課後の時間を確保 

山田中学校 

・放課後の部活動時間の短縮 

・部活動の在り方に関する方針の順守 

（週休日１日、平日１日の休止 休日の活動時間３時間以

内等） 

・職員会議のペーパーレス化 

・回覧文書の削減、アンケート協力を絞る等、日常業務で

の具体的な業務削減 

・学校行事や総合的な学習の時間の体験学習等の精選 

・校務支援ソフトの有効活用 

（各学校から報告） 
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７ プランの推進について 

 

 本プランの目的の実現に向けて、町内学校の教職員一人ひとりが計画内容を

共有できるよう、周知し浸透を図っていきます。 

 また、取組に係る総合調整を町教育委員会事務局学校教育課で行い、年度ごと

に、取組の推進状況や、時間外在校等時間の把握、目標達成状況の分析を「山田

町立学校衛生委員会」で実施し、目標や具体的取組の見直しを行いながら、プラ

ンを着実に推進します。 

 


